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１．はじめに 
 新型コロナウイルス感染症の拡大をきっかけに，

「人の動き」を捉え，可視化できる人流データは，
主要駅や都心部の人出の多さを表す指標として，
日々のニュースなどで多く活用されており，一般認
知が広がった．「人の動き」を捉えるデータとして代
表的なパーソントリップ調査は，概ね 10 年に 1 度
の調査頻度かつ標本調査の抽出率が低いため，日々
の「人の動き」を捉える方法としては網羅性・即時
性等に課題がある（新階 et al,2016）．しかし，スマー
トフォンなどのデジタルデバイスに内蔵されている
GNSS や Wi-Fi 等による測位システムを利用し，「人
の動き」を捉える人流データは，これらの課題を解
決できる可能性がある． 

このような中，国土交通省(2019,2021)は，2019 年
より「国土交通データプラットフォーム構想」にお
いて人流データの取り扱い検討を行い，2021 年には
「人流データの流通環境整備・利活用拡大支援事業」
といった人流データの普及・利活用を目的とした事
業を実施するなど人流データに対して継続的な検討
を実施している．また，静岡市人流データを活用し
たまちづくりコンソーシアム（2022）における「静
岡中心市街地の持続可能な活性化に向けた人流デー
タの取得・分析の社会実装事業」によれば，人流デ
ータはまちづくりにおける施策や社会実験の効果測

定や，人出の大小を可視化することで，直感的な把
握が可能な面から，まちづくりに寄与できる，と報
告されている． 

一方，公共交通オープンデータ協議会（2017）に
よる「東京公共交通オープンデータチャレンジ」な
ど，市民が普段触れることができない公共交通デー
タや，イベント向けに用意された有償データを活用
し，参加者へのインセンティブの仕掛けをしたコン
ペが多く見られるようになった．また，まちづくり
において専門家ではない市民参加型のアイデアソ
ン・ハッカソンは，ユーザー目線のアイデアなどを
創出する効果があると井上ら（2016）より報告され
ている．このように特定分野の専門家ではない市民
による集合知から得られるアイデアの期待値は高い
と言える．しかし，荒川ら（2021）の報告にあるよ
うに，まちづくりにおける人流データ活用事例の殆
どが，ある特定の対象の効果検証のために専門家に
より実施されている． 

そこで本研究は，まちづくりや人流データの専門
家ではない市民を対象とし，人流データが，観光ま
ちづくりの課題抽出から解決アイデアの創出，そし
てプロトタイプ作成に至るまでの，どのプロセスに
おいて影響を与えるのか，アイデアソン・ハッカソ
ン（以下，本イベント）を実施し，結果について考
察をした．  
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２．研究の手法 
2.1．本イベント概要 
本研究で実施した本イベントは表 1 に示すとおり，

神奈川県横浜市の湾岸中心部を対象エリアとし，観
光課題に対して解決アイデアを創出するアイデアソ
ンとプロトタイピングを行うハッカソン，そして発
表・審査会で構成される．参加者は横浜市内にキャ
ンパスのある大学および専門学校に協力をいただき，
学生とアドバイザーとしての教員からなる．さらに，
メンターとして国際航業の技術者を各チーム 2 名ず
つ配置した． 本イベントは，新型コロナウイルス感
染症の影響から，アイデアソンと発表・審査会はオ
ンラインで行った．また，ハッカソンは約 2 ヶ月間
各校チームごとに活動し，プロトタイプの作成を行
った． プロトタイプは，顧客の体験を可視化するカ
スタマジャーニーやアニメや動画を活用したストー
リーテリング，モックアップ・アプリ等から一つ以
上を作成することとした．この間，グループウェア
や Web 会議ツールを利用して，ワークや議論を重ね
た． 

 

2.2．人流データ 
本研究および本イベントで用いた人流データは，

スマートフォンなどのデジタルデバイスが Wi-Fi ア
クセスポイントへ接続したデータを元に作成された，
「Wi-Fi 人口統計データ（国際航業, 2022）」と，デジ
タルデバイスに内蔵される GNSS 受信機能より取得
したデータを元に作成され，国土交通省が公開して
いる「流動人口データ（Agoop, 2022）」である． 

また，表計算ソフトやデータベース等を用いずと
も人流データの簡易な可視化を行うために，可視化
ツールを併せて用意した．可視化ツールでは対象エ
リア内の人流データを地図表示し，任意選択したエ
リアに対して，折れ線グラフで人流の時間帯別推移
の可視化（図 1，左中図），縦棒グラフを用いた対象
エリア内の人々の性別や年代の把握（図 1，右中図），
OD(Origin Destination) 情報を把握するためにツリー
マップを用いて，居住地域の表示と全体割合の可視
化（図 1，下図）などを用意した． 

 

 

 

 

 

図１ 人流データと可視化ツール 

 

表１ イベント概要 

日時 アイデアソン 2021年 12月 18日 13:00 -19:00 

 ハッカソン 2021年 12月 19日 

〜 2022年 2月 16日 

 発表・審査会 2022年 2月 17日 19:00-21:00 

対象エリア 横浜市湾岸中心部 

実施環境 Web会議ツール： Zoom 

 ホワイトボードツール： Miro 

 グループウェア： Slack 

 人流データ可視化ツール： Tableau 

参加者 横浜国立大学     学生：3名 教員：1名 

 神奈川大学       学生：6名 教員：3名 

 情報科学専門学校 学生：5名 教員：1名 

主催 国土交通省不動産・建設経済局情報活用推進課 

協力 横浜市，横浜観光コンベンション・ビューロー，日本電

信電話株式会社 

メンター 国際航業株式会社 

 

2.3．ワークとプロセス 
アイデアソンは前半，対象エリアである横浜市が

抱える観光課題などをインプットした後，人流デー
タの概要や可視化ツールを紹介し，その後ワークシ
ョップ形式で４つのワークを実施した．ワークショ
ップは，デザイン思考の方法論を参考にし，図２に
示すように各チームから①取り組みたい課題を出し
合う，②課題のエビデンスを探る，③課題解決のア
イデア創出，④アイデアの検証に必要なデータを探
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す，の順番で進めた（黒川，2012；前野，2014；中
島ら，2015）．①と③が発散のプロセスとなり，②と
④が収束のプロセスになる． 
 

 
図２ イベントのワークとプロセス  

 

2.4．分析方法 

人流データが，本イベントのどのプロセスにおい
て影響を与えるのか，ワーク中の観察とアンケート
より分析を行った．観察方法としては，ホワイトボ
ードに貼られた参加者の意見を反映した付箋の数と，
その中から人流データに関連しそうな内容を判読し，
枚数を確認した．なお，ハッカソンにおいては，人
流データの活用を定量的に確認することは行わなか
った．また，アイデアソン後および発表・審査会後
のタイミングにおいて，参加者に対してアンケート
を実施した．アンケートでは，主にプロセスごとの
人流データの効果について確認をした． 
 

３．ワークおよびアンケートの分析結果 
3.1．付箋数の集計結果 
前章で示した①〜④のワークごとに，各チームが

挙げた付箋の枚数の集計結果を図３に示す．また，
各付箋に記載されたアイデアやコメントなどの内容
から，人流データに関連したキーワードが記載され
ていた枚数の割合を図４に示す．人流データに関連
したキーワードは，以下に示す用語に関連するもの
を抜粋した． 
 人流，人出，人の量，集中，閑散，混雑 

 男性，女性，年代，居住地 

 時間帯，昼夜 

 移動手段 

図３より，３チーム全体の傾向としてワーク①，
③が付箋数としては多かった．次に，付箋のうち人
流データに関連するキーワードの登場率を確認する
と，ワーク②，④が多く，付箋数が少ないワークと
人流データが登場するワークが一致していることが
確認できた．  

 

 
図３ ワークごとの付箋数 

 

 
図４ 人流データ関連ワードの登場率 

 

3.2．アンケート内容の集計結果 
アイデアソン後に行ったアンケートの結果を図５

に示す．観光課題を決めるワーク①，②，観光課題
を解決するアイデアを決めるワーク③，④ともに，
人流データは概ね役に立ったという意見であった． 

また，発表・審査会後に行ったアンケートの結果
を図６に示す．観光課題を決めるワーク①，②，課
題解決のアイデアを決めるワーク③，④は，13 人中
8 人と 7 人となった．一方，回答数が一番多い結果
となったのは，プロトタイプの検証にあたる「現地
調査や裏付け探し」であった．この点についてグル
ープウェア上のチーム内でのやり取りを確認すると，
現地調査で気づいたことについて，人流データを活
用して確認していたことが分かった． 
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図５ アンケート結果：アイデアソン後 

 

 
図６ アンケート結果：発表・審査会後 

  

４．考察 

4.1．ワーク内容の結果の考察 
３チームとも，ワーク①，③が付箋数としては多

く，付箋のうち人流データに関連するキーワードの
登場率はワーク②，④が多かった．ワーク①，③は
ブレインストーミングにより多くの意見が発出され
たが，人流データに殆ど触れてない参加者からは，
人流データというキーワードに沿ったアイデアが多
く出ないことは容易に想像できる．また，ワーク
②，④では，人流データの可視化ツールを利用した
が，慣れない操作に時間がかかったこともあり，付
箋数が少なくなってしまった可能性が考えられる．
より簡単に人流データを扱うことができるツールが
あれば，結果は変わっていたかもしれない． 

一方，ワーク②，④では，人流データが積極的に
利用されたケースがあった．②で起きたケース「課
題を深く考えるスパイラル」として，図７に示す．
これは「音楽と観光の融合」をテーマにしたチーム
の，課題のエビデンスを探るワーク中に挙がった付
箋をつなぎ合わせたものである．具体的には「❶
ライブ会場で待機する時間が長い」といった課題か

ら，人流データを確認すると，「❷上演中は会場周
辺の人の動きが少ない」ことが分かった．さらに，
「❸終演後も，人流が激減している」ことにも気
づく．そこから「❹終演後はどこにも行かずに帰
宅の電車に乗っているかもしれない」「❺地域と連
携が少ないかもしれない」といった課題につながる
仮説が生まれる．そして，「❻周辺の人流が分散さ
れていない」といった，気づきと人流データによる
エビデンスの確認が繰り返された． 

 

 
 図７ 課題を深く考えるスパイラル 

 

また，④で起きたケース「アイデアを深く考える
スパイラル」として，図８に示す．「❶ライブ中，過
去のライブ映像を会場の外で流す」といったアイデ
アに対し，「❷人流データを使えばアイデア実施の前
後の人出を検証できる」といった意見が出る．さら
に「❸周辺施設をマップで案内する」といったアイ
デアが生まれ，「❹QR コードを使えば，実際にお店
に行った人の検証ができる」といった，自分たちで
人流データを作れることにも気がつく．さらに，「❺
観光ルートの作成，観覧車にアーティストの名前を
表示する」といったアイデアが生まれ，❻「周辺施
設の人流の確認」に繋がっていくアイデアをより深
く考えるスパイラルが生じた． 

 

 
図８ アイデアを深く考えるスパイラル 
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このように，２ケースではあるが，観光課題や解
決アイデアを深く考えるといった収束のプロセスに
おいて，人流データの積極的な関与があったことを
確認できた．さらに，その過程で，新たな課題やア
イデアが生まれるといった発散のプロセスが生じて
いることも確認できた． 

 

4.2．アンケート内容の結果の考察 
アイデアソン終了後のアンケートでは，ワーク中

は概ね人流データは役に立ったと回答しているが，
発表・審査会後のアンケートではプロトタイプの検
証が最も役に立ったと回答している．このことは，
約２ヶ月のハッカソンを経て，人流データはより多
くの箇所で利用することができるという印象に転じ
たとも考えられる．参加者自身が実際に可視化ツー
ルを利用し人流データに触れたことで，人流データ
の理解度をより深めることができたのではないだろ
うか．また，発表の準備やプロトタイピングにおい
ても役に立ったという意見も多くあり，アイデアソ
ン，ハッカソンの全体を通じて何らか関与があった
ことを示唆している． 

 

5．まとめ 
人流データは，さまざまな分野において利用が期

待されているが，本研究は人流データを利用したこ
とがない市民を対象とし，人流データが，観光まち
づくりの課題抽出から解決アイデアの創出，そして
プロトタイプ作成に至るまでの，どのプロセスにお
いて影響を与えるのか，アイデアソン・ハッカソン
を実施し，結果について考察をした．参加者のアン
ケート結果からは，概ね全てのプロセスにおいて人
流データは役に立ったことが確認できた．また，ワ
ーク中の付箋の数や内容から，解決したい課題を決
めるプロセス，アイデアを決めるプロセスともに人
流データが関与していることが確認できた．特に，
人流データによるエビデンスから，新たな気づきを
得る点や，新しいアイデアに対して人流データを用
いて検証する点など，取り組みたい事柄に対してよ
り深く本質的な方向に思考を向ける，良いスパイラ
ルが生じていたことを確認することができたと考え
る．人流データは，直感的に地域の混雑状況等を把
握でき，必ずしも専門家ではない市民でも十分に利
用可能なものであり，その結果として様々な仮説に
対してデータに適切な条件を加え、検証を繰り返す
ことができたと考える． 

今後は，観光以外の分野にも適用できるか，また，
より参加者を増やしたイベントで実証を重ねていく
と共に，人流データのメッシュサイズの大小による
データ精度や属性などの付帯情報の差異による利用
者の影響などをより把握していきたい． 
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